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2)過はぐくみ合だより

会　場　風　景

納宮介次郎先生作品

村上九戯作先生作品

､　､

L"

和田重太郎先生作品

◇　　　　◇

.

.
日
時
津
別
･
I
=
･
:
 
:
･
.
 
=
展
∴

催

事

案

内

初
代
級
長
鈎
富
介
次
郎
と

二
人
の
枚
長
心
得
展

が
開
催
さ
れ
る

◎

特

　

別

　

展

ー
　
富
山
県
工
芸
学
校
校
長
心
得
　
村
上
九
郎
作
　
先
生

-
　
香
川
県
工
芸
学
校
校
長
心
得
　
和
田
垂
太
郎
　
先
生

会
期
　
五
月
十
七
日
㈱
～
七
月
九
日
㈲

高
岡
市
美
術
館
で
は
六
月
十
日
出
よ
り
七
月
九
日
㈲
ま
で
｢
納
富
介
次
郎
と
四
つ
の

工
芸
･
工
業
高
校
｣
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
本
校
青
井
記
念
館
美
術
館
に
お
い
て
特
別
展
を
企
画
｡
初
代

校
長
と
共
に
'
本
校
の
創
立
期
に
尽
力
さ
れ
た
二
人
の
石
川
県
出
身
の
先
生
を
加
え
て

三
人
の
先
生
を
紹
介
し
ま
し
た
｡

会
場
に
は
納
富
先
生
の
軸
装
二
本
'
村
上
先
生
の
獅
子
頭
三
体
'
和
田
先
生
の
軸
装
'

巻
物
'
衝
立
'
陶
器
な
ど
が
飾
ら
れ
'
重
量
感
あ
る
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
特
別
展
に
際
し
､
小
於
市
町
内
よ
り
村
上
九
郎
作
先
生
の
大
獅
子
三
体
'
山
代

町
和
田
重
太
郎
先
生
の
遺
族
か
ら
関
連
作
品
並
び
に
創
校
時
ゆ
か
り
の
写
真
も
提
供
い

た
だ
き
充
実
し
た
会
場
と
な
り
ま
し
た
｡

画

高
岡
銅
器
明
治
期
彫
金
名
作
展

十
二
月
十
七
日
㈲
～

平
成
十
三
年
四
月
1
日
脚

常

　

設

　

展

百
周
年
記
念
寄
贈
作
品
及
び

そ
の
後
の
寄
贈
作
品
展

十
二
月
十
七
日
㈱
～

平
成
十
三
年
四
月
一
日
㈱

卒
業
制
作
展

工
芸
科
∴
ア
ザ
イ
ン
科
の

卒
業
制
作
優
秀
作
品
の
展
示

平
成
十
三
年
三
月
六
日
㈹
～

四
月
一
日
㈲

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
村
雅
章
展

洋
画
･
デ
ッ
サ
ン

十
二
月
二
十
三
日
出
～

平
成
十
三
年
一
月
十
四
日
㈲

米
納
宗
宏
展

彫
塑平

成
十
三
年
一
月
二
十
一
日
㈱
～

二
月
四
日
㈲

一
期
一
会
展

デ
ザ
イ
ン
･
木
工
･
シ
ル
バ
ー
･
ア
ル
ミ
･
陶
芸

平
成
十
三
年
二
月
十
一
日
㈱
～

二
月
二
十
五
日
㈲



戻(3)青井免愈館美術館

醐
県
立
近
代
美
術
館
移
動
展
報
告

青
井
記
念
館
美
術
館
で
は
､
県
立
近
代
美
術
館
の
協
力
に

よ
り
平
成
九
年
度
か
ら
毎
年
'
両
舘
の
収
蔵
品
を
併
せ
て
展

示
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
｡

今
回
は
'
｢
作
品
の
中
の
動
物
た
ち
｣
を
テ
ー
マ
と
し
て
'

日
本
画
'
洋
画
'
彫
刻
'
工
芸
'
版
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
約
百
点
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
｡

日
本
画
の
郷
倉
千
敬
作
｢
春
雪
｣
　
や
彫
刻
の
永
原
贋
作

｢
鳥
と
少
年
｣
､
漆
芸
の
山
崎
覚
太
郎
作
｢
鹿
｣
'
村
田
書
生

作
｢
春
韻
｣
な
ど
'
い
き
い
き
と
し
た
動
物
た
ち
の
姿
が
多

様
な
美
術
作
品
の
中
に
表
現
さ
れ
て
好
評
で
し
た
｡

会
期
　
八
月
九
日
㈱
-
九
月
十
九
日
㈹

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

小

西

安

治

展

-
　
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ア
ー
ト
へ
　
ー

昭
和
三
十
二
年
図
案
絵
画
科
を
卒
業
さ
れ
た
小
西
安
治
氏
の

展
覧
会
が
五
月
十
七
日
㈱
よ
-
六
月
四
日
㈲
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡

小
西
氏
は
卒
業
後
富
山
市
商
工
奨
励
館
デ
ザ
イ
ン
室
に
勤
め
'

県
内
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
指
導
に
当
た
ら
れ
'
そ
の
間
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
･
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
･
鋼
･
漆
器
･
木
工
･
和
紙
等

の
商
品
開
発
を
手
が
け
ら
れ
ま
し
た
｡

近
年
'
ア
ー
ト
の
分
野
に
挑
戦
さ
れ
'
日
本
画
･
漆
工
芸
作

品
な
ど
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
力
作
を
多
数
出
展
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
｡

又
'
連
日
企
業
の
方
や
フ
ァ
ン
の
方
も
来
館
さ
れ
盛
況
で
し

た
｡

小
型
の
可
愛
ら
し
い
犬
が
尾
を
振
り
ふ
り
'
吠
え
て
動
き
そ
う
な

親
し
み
あ
る
作
品
で
あ
る
｡

一
本
1
本
の
毛
並
み
の
線
が
波
打
ち
'
体
全
体
を
覆
っ
て
い
る
.

柔
ら
か
く
円
味
あ
る
量
感
か
ら
犬
の
温
り
さ
え
感
じ
る
原
型
の
的
確

な

表

現

は

見

事

で

あ

る

.

　

　

　

　

　

　

　

　

亨

～

作
品
の
底
辺
部
の
爪
先
や
手
足
な
ど
も
徹
底
し
た
写
実
的
表
現
で

あ
る
｡

参
考
　
四
分
一
蝋
型
鋳
造
'
彫
金
仕
上
げ
(
素
地
)

銅
高
肉
象
軟
､
鋼
･
赤
銅
平
象
軟

金
平
象
恢
'
金
消
し
鍍
金
(
文
様
)

宜
反
叫
-
;
'
=
1

安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
高
岡
･
鴨
島
町
に
生
ま
れ
る
｡
幼
少
の
頃

か
ら
彫
金
の
名
工
自
崎
幸
平
に
師
事
す
る
｡
明
治
十
八
年
二
八
歳
の

若
さ
で
ド
イ
ツ
金
工
万
国
博
に
出
品
へ
更
に
二
二
年
に
は
パ
リ
万
国

博
で
入
賞
'
二
六
年
シ
カ
ゴ
･
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
で
名
誉
大
賞
を
受
賞
､

二
七
年
内
国
勧
業
博
で
妙
技
三
等
賞
等
々
輝
か
し
い
功
績
が
あ
る
｡

明
治
二
八
年
'
本
校
創
立
半
年
後
の
四
月
よ
り
初
代
彫
金
教
師
と

な
り
大
正
十
年
八
月
(
六
五
歳
)
ま
で
子
弟
の
育
成
に
あ
た
っ
た
｡

付
　
退
職
二
年
後
に
没



(4)選はぐくみ合だより
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*青井記念館のホ-ムページを開設してかノます｡
http://www4, justnet. ne. jp/～kougei-2 /

第
3
回
教
職
員
美
術
展
ガ
好
評

本
校
の
教
職
貞
美
術
展
は
九
月
二
十
七
日
伽
よ
り

十
月
六
日
歯
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
.
二
三
名
の
先

生
方
が
絵
画
･
彫
刻
･
工
芸
･
ク
ラ
フ
ト
･
写
真
･

刻
字
･
蒙
刻
に
三
八
点
出
品

さ
れ
ま
し
た
｡

絵
画
で
は
墨
色
美
し
い
清

楚
な
墨
絵
作
品
を
新
約
校
長

が
発
表
'
近
藤
先
生
(
英
語
)

は
意
欲
的
に
油
絵
と
彫
刻
を
'

吉
川
先
生
は
油
絵
大
作
四
点

象
シ
リ
ー
ズ
を
'
立
野
先
生

(
家
庭
)
　
の
観
音
(
席
緒
)

の
染
色
な
ど
見
応
え
あ
る
会

場
と
な
り
ま
し
た
｡

浅
　
野
　
　
　
廉
氏
(
第
八
代
校
長
)
作

陶
磁
｢
春
妹
文
手
賠
｣

昭
和
十
六
年
応
用
化
学
科
卒
業
安
川
三
郎
氏
よ
り
寄
贈

中
　
島
　
次
　
郎
氏
(
号
秋
圃
)

(
創
校
時
よ
り
昭
和
初
期
ま
で
の
旧
職
月
)
作

日
本
画
｢
唐
獅
子
図
｣
額
装

高
岡
市
内
の
表
具
師
出
町
睦
子
氏
よ
-
寄
贈

惑
感
腰
葡
憾
儲
泌

雅
楽
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
の
素
敵
な

音
楽
｡
四
月
よ
-
館
内
に
流
れ
て
い
ま
す
｡
併

せ
て
プ
レ
ー
ヤ
も
新
型
と
な
り
ス
ピ
ー
カ
も
2

ケ
使
っ
て
広
範
囲
に
効
果
的
で
す
｡

館
内
を
訪
れ
た
お
客
様
か
ら
素
晴
ら
し
い
と

の
感
想
を
よ
く
聞
か
れ
ま
す
｡

是
非
お
楽
し
み
下
さ
い
｡

第
七
回
青
井
中
美
展
　
迫
る

開
催
期
間

青

井

大

賞

富
山
県
知
事
賞

富
山
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞

最

優

秀

賞

優

　

秀

　

賞

富
山
新
聞
社
優
秀
賞

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日
㈱

-
十
二
月
　
五
　
日
㈹

一

点

　

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

テ

レ

ビ

優

　

秀

　

賞

一
点

一
点

一
点

1
点

一
点

一
点

優

　

良

　

賞

　

　

　

　

二

点

者
山
新
聞
社
優
良
賞
　
二
点

チ
ユ
ー
リ
酌
プ
誓
誓
言
…

佳

　

　

作

学
枚
奨
励
賞

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
閉
会
貞
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

-
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
英
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

-
企
画
展
等
の
案
内

2
は
ぐ
-
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年
会
費

一

般

会

員

(

個

人

)

　

　

　

　

　

二

'

〇

〇

〇

円

特
別
会
員
(
企
業
､
団
体
等
)
　
1
0
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
-
み
会
事
務
局

二
十
世
紀
最
終
の
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
を

お
届
け
し
ま
す
｡

本
校
が
誕
生
し
て
1
世
紀
を
記
念
し
て
開
館

し
た
当
美
術
館
も
満
六
周
年
の
間
､
数
々
の
特

別
展
'
企
画
展
'
常
設
展
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
｡
そ
の
間
に
は
'
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
始

ま
り
'
卒
業
生
に
利
用
さ
れ
好
評
で
す
｡
現
在

尚
美
展
開
連
作
品
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が

伝
統
工
芸
士
'
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
富
山
･

p
T
A
教
養
講
座
等
の
作
品
展
等
　
よ
-
地
域

に
開
か
れ
た
美
術
館
を
め
ざ
し
'
一
層
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

編

集

発

行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
所
1
品
品
高
岡
市
中
川
l
⊥
三
〇

T
E
L
(
0
美
大
)
1
1
1
I
l
六
三
〇
(
内
線
8
)

F
A
X
(
○
実
六
)
二
二
⊥
六
三
一


